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編 集後記
  今回は「農耕のはじまり」をテーマに植物や土壌といった自然科学的な視点からのアプローチを試みました。縄文時代
や弥生時代の栽培植物をさぐるコーナーでは、遺跡から出土した植物のタネや、植物の圧痕のある土器を展示しました。
土壌に関しては、岡山平野で初めて水田が作られた土である「黒色土」に注目し、初期水稲農耕とのかかわりを分析す
るコーナーを設けました。また７月16、18日には新企画「コウコガク・カ
フェ」を実施しました。これは当センター調査研究員と参加者が考古
学に関するテーマについて気軽に意見交換できる場を設けようと企
画したものです。参加者はそれぞれに対話を楽しまれたようです。展
示会には260名を超える参加者がありました。
　展示会の成果をうけて、12月11日にはシンポジウムを行いました。
シンポジウムでは津島岡大遺跡や周辺遺跡の調査成果を発表しま
した。また大阪の研究者からのコメントもあり、岡山平野と他地域の
様相を比較することができました。シンポジウムには100名を超える参
加者がありました。　　　　　　　　　　　　　　 （野崎 貴博）
　今回は鹿田遺跡の第1・２次調査で出土した銅鏃にスポットをあてまし
た。発掘調査から29年が経っていますが、顕微鏡で覗いた時にチラっと
見えた輝きには目を奪われました。青銅器を初めて目にした日本列島の
人 も々同じような経験をし、自ら製作するようになったのではないでしょう
か。特に銅鏃の形は日本列島独特のもので注目されます。今後も弥生時
代の匠たちから目が離せません。　　　　　　 　　　  （南 健太郎）
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　調査地点は鹿田キャンパスの北東部に位置し、昭和5(1930)年建設の附属病院管理棟跡地にあたります。
　本地点では弥生時代後期から生活の痕跡が認められます。後期の地形は南側が微高地にあたり、北に向けて下がっ
ていきます。微高地では井戸や土坑等がみつかっています。その端部は溝で区切られ、そこには大量の土器が廃棄され
た状況もみられます。
　平安時代～鎌倉時代前半には遺構・遺物ともに希薄で、本地点は鹿田キャンパスで認められる屋敷地の範囲外にあ
たるものと考えられます。一方、鎌倉時代後半には井
戸が一基、室町時代～江戸時代初めには井戸や土
坑が確認されており、本地点に屋敷がひろがることが
窺えます。その後江戸時代初めに城下町の整備が進
む中で一帯は耕作地へと変化します。
　本地点では、大正時代の初めまで民家の庭園の一
部として機能していた水路と池がみつかっています。
これらには木材と石材が使われており、改修しながら
利用されたことが窺えます。池・水路はキャンパス東を
流れる枝川に取り付くもので、農業用水や水運に利用
された可能性があり、時期としては江戸時代末まで遡
ることも考えられます。こうした遺構は新しい時期のも
のとは言え、文献には残されていない情報を得られる
点で貴重な資料です。　　　 　　　   （岩﨑 志保）
　弥生時代には大陸や朝鮮半島から青銅器がもたらされ、その後日本列島でも青銅
製の武器、鏡、鐸などの鋳造が開始されました。青銅器の製作には原材料の調達から
仕上げまで複雑な工程があり、特殊な技術をもった人々、つまり弥生時代の匠たちの
存在が注目されています。
　現在発掘調査で出土する青銅器は錆や埋没環境の影響により青緑色に変色して
いることが多いですが、本来は黄金色の輝きを放っていました。弥生時代の青銅器は
九州から関東にまでおよんでおり、多くの地域に美しい彩がもたらされたと思われます。
　岡山大学のキャンパスでも鹿田遺跡で銅鏃が出土しています。銅鏃は矢の先端に
装着する青銅製の矢尻で、北部九州では鋳造の際に使用された石製の鋳型も出土し
ています。岡山平野では鹿田遺跡の他にも多くの遺跡で銅鏃が出土しており、当地域
における生産も想定されています。
　今回は鹿田遺跡で出土した銅鏃の特徴や岡山平野における分布から弥生時代の
銅鏃生産と流通について考えていきます。　　　　　　　　　　　　 （南 健太郎）
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銅鏃の拡がり
銅鏃の研磨 ～ミクロの眼～
　岡山平野の銅鏃は津寺遺跡をはじめとした足守川流域の
遺跡群と旭川東岸の百間川遺跡群に集中しています。鹿田
遺跡はこれらの銅鏃集中域の中間に位置しています。しかし
鹿田遺跡の銅鏃①のように鏃身の断面形が六角形で鎬をも
たないものは他遺跡ではみられません。
　鹿田遺跡の銅鏃は形態・研磨方法が異なり、岡山平野でも
出土が稀なことから、他地域からもたらされていた可能性が
考えられます。弥生時代の海岸線を推定すると鹿田遺跡は海
の近くに位置し、銅鏃の搬入は集落の性格の一端を表してい
るようです。
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①岡大病院外来診療棟（銅鏃①）
　外来診療棟改築に伴う鹿田遺跡第１次調査では弥生時代
後期の土器溜まりから１点の銅鏃が出土しました。長さ
2.9cm、幅1.2cm、厚さ0.3cm、重さ2.1gを測ります。
　銅鏃の鏃身中央には幅約0.5cmの帯状の平坦面があり、
この平坦面が茎までつながっています。このため鏃身の断面
形は六角形になります。同様な形態の銅鏃は岡山平野ではま
だみつかっていません。
　また茎は折れていますが、A面の茎先端上面には茎端部の
形態が残っています。このことから鏃身に比べて茎が短い特
殊な形態であるといえます。
銅鏃を作る
　青銅器は鋳型から取り出された後、刃になる部分の研ぎ出
しや鋳張りの除去などのために研磨が施されます。研磨の痕
跡は肉眼でも観察できますが顕微鏡で観察するとより詳細な
観察が可能になります。
　銅鏃①はA面・B面の刃の部分に右下がり斜め方向の研磨
痕跡があります。これに対して茎には縦方向の研磨痕跡が認
められます。このことから、鏃身と茎は研ぎ分けられていたと
考えられます。
　銅鏃②は残りが悪く鏃身についてはわかりませんが茎の鏃
身に連なる部分には横方向の研磨痕跡がみられます。また茎
側面の鋳張りは片側のみが斜め方向の研磨によってきれい
に削り落されています。
　 このように鹿田遺跡出土の銅鏃は形態だけでなく、鋳造後
の研磨方法や鋳張りの処理も異なっています。これは生産に
携わった匠の違いを示すのかもしれません。
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茎から逆刺にかけての鋳張り
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２枚の鋳型に銅鏃を彫り込む
２枚の鋳型を合わせて
溶銅を流し込む
銅鏃の鋳造方法
　日本列島最古の銅鏃は中国東北部で流行した遼寧式
銅剣の破片を磨いたもので弥生時代前期に遡ると言われ
ています。日本列島での鋳造は弥生時代後期（約2000年
前）以降盛んになります。
　銅鏃を鋳造する場合、まず鋳型に形を彫り込むことから
始まります。現在出土している鋳型や未成品の中には、いく
つもの銅鏃が連続して彫り込まれているものもあります。鋳
型は２枚用意され、それらを合わせた後に溶銅が流し込ま
れます。
　鋳型を合わせる際に２枚がずれていたり隙間があった場
合はそこに溶銅が流れ込んでしまい、できあがった製品に
は「鋳張り」と呼ばれる隆起した部分ができます。弥生時代
のものは特に茎から逆刺にかけての部分に鋳張りが残存し
ています。鋳張りの観察により鋳型の合わせ方がわかり、鋳
造技術を復元する上で重要な手がかりになります。
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②岡大病院NMR－CT室（銅鏃②）
　ＮＭＲ－ＣＴ室新築に伴う鹿田遺跡第２次調査では遺物包
含層から１点の銅鏃が出土しました。残存状態が非常に悪く
全体の形ははっきりしませんが、現存で長さ2.5cm、幅
0.8cm、厚さ0.3cm、重さ0.9gを測ります。
　こちらは銅鏃①とは異なり鎬が明瞭で、鏃身の断面形は菱
形になります。鏃身の下端には逆刺がありますが、この部分に
は鋳張りが残存しています。
　鏃身・茎ともに先端は欠落していますが、残存部分から考え
ると鏃身と茎の長さはほぼ等しかったと考えられます。銅鏃①
とは形態が異なる点は注目されます。
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代の匠たちから目が離せません。　　　　　　 　　　  （南 健太郎）
鹿田遺跡出土銅鏃 銅鏃が出土した土器溜まり（岡大病院外来診療棟）
枝川からの
水の流れ 枝川への
水の流れ
江戸時代末～明治時代の水利遺構
コウコガク・カフェの様子
　調査地点は鹿田キャンパスの北東部に位置し、昭和5(1930)年建設の附属病院管理棟跡地にあたります。
　本地点では弥生時代後期から生活の痕跡が認められます。後期の地形は南側が微高地にあたり、北に向けて下がっ
ていきます。微高地では井戸や土坑等がみつかっています。その端部は溝で区切られ、そこには大量の土器が廃棄され
た状況もみられます。
　平安時代～鎌倉時代前半には遺構・遺物ともに希薄で、本地点は鹿田キャンパスで認められる屋敷地の範囲外にあ
たるものと考えられます。一方、鎌倉時代後半には井
戸が一基、室町時代～江戸時代初めには井戸や土
坑が確認されており、本地点に屋敷がひろがることが
窺えます。その後江戸時代初めに城下町の整備が進
む中で一帯は耕作地へと変化します。
　本地点では、大正時代の初めまで民家の庭園の一
部として機能していた水路と池がみつかっています。
これらには木材と石材が使われており、改修しながら
利用されたことが窺えます。池・水路はキャンパス東を
流れる枝川に取り付くもので、農業用水や水運に利用
された可能性があり、時期としては江戸時代末まで遡
ることも考えられます。こうした遺構は新しい時期のも
のとは言え、文献には残されていない情報を得られる
点で貴重な資料です。　　　 　　　   （岩﨑 志保）
　弥生時代には大陸や朝鮮半島から青銅器がもたらされ、その後日本列島でも青銅
製の武器、鏡、鐸などの鋳造が開始されました。青銅器の製作には原材料の調達から
仕上げまで複雑な工程があり、特殊な技術をもった人々、つまり弥生時代の匠たちの
存在が注目されています。
　現在発掘調査で出土する青銅器は錆や埋没環境の影響により青緑色に変色して
いることが多いですが、本来は黄金色の輝きを放っていました。弥生時代の青銅器は
九州から関東にまでおよんでおり、多くの地域に美しい彩がもたらされたと思われます。
　岡山大学のキャンパスでも鹿田遺跡で銅鏃が出土しています。銅鏃は矢の先端に
装着する青銅製の矢尻で、北部九州では鋳造の際に使用された石製の鋳型も出土し
ています。岡山平野では鹿田遺跡の他にも多くの遺跡で銅鏃が出土しており、当地域
における生産も想定されています。
　今回は鹿田遺跡で出土した銅鏃の特徴や岡山平野における分布から弥生時代の
銅鏃生産と流通について考えていきます。　　　　　　　　　　　　 （南 健太郎）
さび
どうぞく
青い鏃の輝き
― 岡山平野の銅鏃と鹿田遺跡 ―
やじり かがやあお
池
水路
水路
→
→
